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●フルートをめぐって
　三人の子供がフルートをめぐっ












の度に研究者は、私がインドネシアの大統領だったら、タイの学生活動家であったならば、マレー半島の漁民であったら、と研究する人々の思考を歴史、政治 社会あらゆる知見を集めて想像する。研究者が探し求める彼らの思考、理念は、最終的には言語に束縛されている面が強く、その為、我々が地域を研究する過程で 学習の中核には常に言語が った。新たに学ぶ現 語に、他の言語にはない「等しく」説得力のある理念を見出し、センの寓話のような相互に論争可能な局面にまで、引き上げ、突き合わせることは、地域研究者に課された重要な仕事 あろ 。●言語 宿る歴史
　私は、京都大学アジアアフリカ
地域研究研究科という、地域研究をその名に冠した大学院でトレー
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こととは異なる課題を重視している点である。その課題とは、言語を通じてそこに宿された歴史や文化、社会的な背景を概念として理解することを意味していた。その為、言語を学ぶには、現地に滞在するだけでは足りず、体系的な学習が必要な営みであり、ゆえに大学院教育が重視されたのである。そのようなレベルを早くに達成できなかった私のよう きの悪い大学院生は、現地で演劇などを観ていても、気 利いた風刺や皮肉で会場中が沸いている時に、一人だけその笑いから取り残された。「抑揚のないジャワ語なまりのインドネシア語 スピーチ＝スハルト大統領」といったことがわ らなければ、スハルトと売春婦が下ネタで丁々発止にやり合う様を模して、政権批判を展開しているとなど、合点がいくはずもなかったのである。
　言葉の苦労といえば、東南アジ
アの特色として主要言語 きく分かれている いう点にも触 ておかなければならない。人口 みた時の東南 ジアの主要三言語をみてみると、インドネシア語、ベトナム語、タイ語があげられる。構造も文字も随分異なるこれ 三
言語を一人でカバーすることのできる研究者は皆無であった。ラテンアメリカにおけるスペイン語、アフリカにおける英語やフラ ス語にあたる地域内の準普遍語が、東南アジアにはなかったのである。●東南アジアにおけ 「英語
の世紀」　東南アジア地域研究は、現在は
低迷しているとはいえ、米国 おいて一九五〇年代から九〇年代初頭にかけて、東南アジアが一つの地域とし 戦略的な意味を付与された時代 、大きく発展した。日本語での東南アジア研究もこの間大きく進展し、アジア経済研究所や京都大学東南アジ 研究所を中心として多数の書籍が出版された。ただ、量としては英語での出版が圧倒的であり、その蓄積が日本を含め世界中の次の世代の東南アジア研究者の大きな礎となった。かくして、現在、東南アジア研究を行うということは、現地語を学ぶだけでなく、英語を読むことも当然視されている。
　英語が東南アジア研究の流通言
語としての地位を確立しつつあることのインパクトは、なによりも現地研究者の英語発信力の伸びに
表れている。 シンガポール、 マレーシアは英国の旧植民地であり、フィリピンは米国の植民地下にあった経緯から、もともと英語で執筆する事のできる研究者は多かった。そこに、一九六〇年代以降、米国に留学した東南アジア研究者らが加わり、彼ら 次々と英語で本を書き、 論文を発 した。そして今、その世代の子供 ちつまり親の留学や影響等で、米国や英国、オーストラリアで教育を受けた次世代、 次々世代が加わり、東南アジアの研究者コミュニティに流通する英語の量は、半世紀をかけて飛躍的に増えつつある。
　東南アジア研究における「英語





は、何よりも英語での執筆がますます効果的になることを意味する。自然科学、 社会科学を問わず、学術的貢献 その時代の普遍語でなされ ことが 当然視されてきた。この点は地域研究とて同じであり、広く読者を求める活動の場を広げようと思うならば、人文学特有の困難があっても、やはり英語で書くほかはない。また、東南アジア研究 中核を今後担っていくのは、なによりも世界中の東南アジア出身の 者であろ 。英語で書 ということは、その東南アジアの人に読んでもらえるようになる事を意味する。
　このことは、複数の主要現地語
がある東南 だからこそ、さ
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東南アジア研究と、等しく、異なる言語




書くことの意義は少なく も二つある。第一の意義は、日本自身が東南アジアのメインプレーヤーひとりであるという歴史、地政学的な条件に由来する。例えば、東南アジアの経済発展は 九八五年のプラザ合意以降の日系企業 東南アジア進出を抜き は理解できない。チェンマイ・イニシアティブから、東アジ 共同体構想を巡る政治過程を理解する為にも、日
本が呈示してきた理念の理解は外せない。東南アジアと日本社会の関係の近さゆえに、東南アジアの知見を共有すべき当事者たる読者が日本にはある。読者が当事者であるがゆえに、要求 れる内容水準も高まり、ゆえに日本語で執筆する意義を高め、さらには研究の発展を支えてくれるので
　第二の意義として、日本語での
執筆を通じて、地域研究のテーマ選択における異なる言語コミュニティ間の比較ができ という利点がある。ごく単純化した例を挙げたい。日本の東南アジア研究においては、経済に関心の中心があが、米国では政治、安全保障が関心の中心となっている。 そのため、日本では経済的統合の産業構造への影響等を問うことに関心が集まり、他方米国ではイスラムと民主主義の親和性や、イスラムとテロの関係に自然と関 が集まる。このようなテーマ選択の違いや癖いうのは、現地語そのものに内在するのではなく、執筆言語 研究コミュニティ 歴史とそ 研究コミュニティと東南アジアとの政治経済的な関わり方 違いに因る。したがって、英語 現地語以外執筆可能な言語を有していること
は、英語の研究コミュニティで注目されるテーマ選択を相対化することができ、常に批判的な検証を行う素地を育む。
　地域研究については、長年、専
門化されたディシプリンとの間で、方法論を巡る論争が続けられてきた。そこでの論争は主として「どのようにして」分析するのかを巡る議論 あった。現在我々に投げかけられている、どの言語で表現するのかという問いは、それに対して、 「なにについて」分析するのかを巡る論争に繋がる。複数の言語コミュニティに属し者は「なにについて」分析するか言語ごとの複数の選択基準を意識するがゆえに、自ずと一段階追加検討を迫られるかもしれな 。
　ただ、多くの先達が示してきて
くれたように、現地語 通じ、かつ日本語と英語の、二つ 執筆言語を持つ日本人の東南アジア地域研究者は、英語の世紀 おいて、特別な位置にあるといえる。一人の研究者が、イスラム 政治 関係については英語で執筆し、経済統合の話は日本語でと読者の多言語でそれぞれ執筆するというように、執筆言語に応じた効果的な研究発表方法の選択も、 の重




ラに、なんとか自分の主張を訴える為に英語で すだろう。 その点、アンナは人一倍苦労 なければならない。そうなると、この世の中には三つの「等しく」異なる正しさが存在していることを誰が最も理解し、説明しう 可能性を持っているだろうか。そ 時、地域研究者として、普遍語ではない言葉を複数持つ者の強みが発揮されると、悩みつつも、望みたい（あいざわ
　のぶひろ／在イサカ海
外派遣員）
